
再評価結果（平成１８年度事業継続箇所）

担 当 課：道路局国道防災課

担当課長名：鈴木 克宗

事業名 事業 事業

一般国道１６７号第二伊勢道路 区分 一般国道 主体 三重県
だ い に い せ

起終点 自：三重県鳥羽市白木町 延長
と ば し ら き

至：三重県伊勢市二見町松下 ７．６km
い せ ふ た み まつした

事業概要

一般国道１６７号は、三重県志摩市を起点として三重県伊勢市に至る延長約２７ｋｍの幹線道路です。
み え し ま み え い せ

、 、第二伊勢道路は自動車専用道路として 鳥羽市白木の現国道１６７号から伊勢二見鳥羽ラインを経由して

伊勢自動車道伊勢西ＩＣへ直結する道路です。４車線道路で計画していますが、事業効果の早期発現のた

め暫定２車線で整備を進めています。

Ｈ ８年度事業化 Ｈ 年度都市計画決定 Ｈ１０年度用地着手 Ｈ１１年度工事着手

（Ｈ 年度変更）

全体事業費 ２９７億円 事業進捗率 ５０％ 供用済延長 ０km

計画交通量 １２，６００台／日

費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(残事業)/(事業全体) (残事業)/(事業全体)

分析結果 127 / 298億円 689 / 689億円 平成１７年(事業全体) ２．３

億円 走行時間短縮便益：633 / 633億円事 業 費：123/294

3億円 走行費用減少便益： 33 / 33億円(残事業) 5.4 維持管理費： 3/

交通事故減少便益： 23 / 23億円

事業の効果等

・国土・地域ネットワークの構築･･･地域高規格道路の位置づけあり

・個性ある地域の形成･･･観光地へのアクセス向上が期待される 他７項目に該当

関係する地方公共団体等の意見

伊勢・志摩連絡道路建設促進同盟会が結成されており、当該事業の早期完成を強く要望されています。

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等

伊勢志摩地域の観光入り込み客数は減少傾向にありますが、平成１７年２月には中部新国際空港が開港

するなど、観光形態にも変化がみられ、利便性・快適性の向上は観光地の大きなメリットとなります。

事業の進捗状況、残事業の内容等

これまでに用地買収が完了し、工事も含めた進捗率は５０％です。

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等

工区内に橋梁が１４橋、トンネルが４基など構造物が多く、工事現場への進入路が少ないことが事業進

捗の障害となっています。平成２５年の伊勢神宮第６２回式年遷宮に間に合うよう平成２４年度の全線供

用に向けて事業を促進しています。

施設の構造や工法の変更等

現道との接続地点となるインターチェンジやジャンクションの構造規格の見直しを行い、ランプ形状の

コンパクト化を図りコスト縮減を実施しています。

対応方針

対応方針決定の理由

以上の状況を勘案すれば、当初からの事業の必要性、重要性は変わらないと考えられる。
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